
 

令和 6年度事業報告 

 １．概況 

我が国の経済は、内閣府「政府経済見通し」等によると、総合経済対策の進捗に伴い、官民連

携した賃上げを始めとする所得環境の改善や企業の設備投資意欲の後押し等が相まって、民間

需要主導の経済成長が期待されているが、海外景気の下振れリスクや物価動向に関する不確実

性が存在する等、金融資本市場の変動の影響には十分注意する必要があるとされています。 

シルバー人材センターを取り巻く環境は、全世代型社会保障改革の一環として高年齢者等雇

用安定法が４月に改正され、６５歳までの雇用が完全義務化となり、これまでの７０歳までの雇用努

力義務と併せて施行された結果、６０歳代の会員確保について、より厳しい状況に進む形となりま

した。 

当センターは、インボイス制度の経過措置期間の２年目にあたり、請負・委任形式に係る消費税

について、会員に引き続き周知、協力を図るとともに、受取配分金に含む消費税相当額の２割を

消費税納税に充当する措置を行ったほか、事務費率を16.5％から20％に改定し、今後のインボイ

ス制度に係る経過措置において、令和８年１０月から控除率が下がることに伴う納税に対応するた

め、事務費の改定差分をインボイス納税等消費税引当資産として、特定資産に計上しました。ま

た、インボイス制度に係る支援を関連団体と協力して、国等へ要請を行いました。 

令和６年１１月に施行されたフリーランス新法に係るデジタル化等の対応については、会員情報

提供ツール「Smile to Smile」を活用し、スマートフォンやパソコン等に就業条件明示書をはじめ、

配分金支払明細書についても情報発信するなどデジタル化を進めました。今後もこのツールを活

用し就業情報の提供やイベントの案内など随時発信し、会員活動をさらに支援、充実します。 

請負・委任契約に係る業務については、原則、最低賃金の上昇率に応じた配分金額の改定を

行い、配分金額の適切化に努めました。介護・保育施設関連の新規受注、選挙事務、チラシの配

布関連では、契約額が増加しましたが、企業等の発注者において、契約額の改定にはご理解を

いただけたものの、年間就業規模の見直しや内製化により、想定していた事業実績を下回る結果

となり、前年対比２．０％増加の約１０億３，１００万円の事業実績となりました。シルバー派遣事業

については、兵庫県知事・衆議院議員選挙をはじめ、派遣事業への切り替えなどがあり、堅調に

推移した結果、契約額は前年対比５．４％増加の約２億１，０７０万円の実績を残すことができまし

た。 

会員の確保については、毎月の入会説明会に加えて出張入会説明会やワークショップ事業と

併せた女性会員の入会を促す入会説明会を休日に開催するなど会員の確保に努めましたが、入

会者は前年度より２人少ない２９１人の入会、退会者は前年度と比べ２７人多い３１７人となった結

果、会員数は前年度と比べ２６人減少の２，６４６人となりました。 

財政・組織面については、先述のインボイス納税等消費税引当資産の計上をはじめ、未払消費

税の当年度計上、センター事務局の OA フロア改修工事に伴うレイアウト変更工事を行ない事務

局機能等の向上を図ったほか、シルバー人材センター事業を取り巻く社会環境が目まぐるしく変

化する中、センター事業の将来の方針や目標を定めた中長期計画として第７次５ヶ年計画を策定

しました。 

翌年度に迎えることになる設立５０周年では、設立５０周年記念事業実行委員会を立ち上げ記

念事業の企画、準備を進めました。 

 

 



 

２．主要事業 

   令和６年度の請負・委任事業実績は、契約金額１０億３，０９９万円、契約件数４，３１３件となり、

前年度に比べ契約金額は２，０５５万円、２．０％の増加、契約件数は７２件、１.６％減少となりま

した。 

また、会員の就業については、就業実人員１，７２５人、就業延べ人員２００，３１１人、就業率６

５．２％、会員一人当たりの月間の平均値は、就業日数では９.７日、配分金では３７，４０２円とな

りました。 

詳細は、本紙 P４２の令和６年度職群別活動状況報告書のとおりです。 

 

（１） 広報 PR活動等 

コロナ禍により減少した会員数及び事業量を回復すべく、求職者、発注者等との接点をもつ

機会があるごとに、積極的に広報ＰＲ活動を実施しました。 

 

①  子育て支援や高齢者支援、環境対策等、人手不足分野や社会的反響のある事業につ

いて積極的に事業に参入し、センターホームページや Facebook 等ＳＮＳの定期的な更新

によるリアルタイムの事業活動の紹介 

②  ハローワーク主催のシニア世代対象の就職支援セミナーにおけるセンターの紹介及び

入会案内 

③  小学生を対象とした宿題サポート事業「夏休み！かけこみ寺」の開催 

④  伊丹地区メーデー、伊丹市農業祭、白雪まつりへの出店と朝市事業等の紹介 

⑤  女性会員の交流と市民参加イベントとした第２回いたみジェンヌ「女性の集い」の開催  

⑥  『一人ひとりの会員が広告塔のシルバー人材センター』のモットーのもと、会員の情報提

供の積極的活用 

 

（２） 会員の拡充 

毎月開催している入会説明会にあわせて、出張入会説明会や女性会員の入会を促す入会

説明会を計４回休日開催し、入会会員の確保に努めました。新規の入会会員は前年度と比べ２

人の減少、退会者は２７人増加となり、会員数は２６人減少の２，６４６人となりました。 

 

①  市民参加型ワークショップ事業を通じた同年代女性間のコミュニティづくりと入会啓発の

推進 

・第２回いたみジェンヌ「女性の集い」の開催   ２月２２日（土） ６８人（内、一般１１人）

参加 

②  新規入会会員の確保事業「友人紹介キャンペーン」の実施 

③  説明会に参加しやすいように休日での出張入会説明の開催 

・市立サンシティホール   ９月１５日（日）    １５人参加 

・市立図書館ことば蔵   １２月 ８日（日）    ４４人参加 

・市立生涯学習センター   ２月 ８日（日）    ２３人参加 

・市立北部学習センター   ３月 ８日（土）    １９人参加 



 

④  女性会員のコミュニケーション・ネットワーク力等を活かした配偶者への入会勧誘及び夫

婦登録会員の拡充 

⑤  朝市周年事業等における事業紹介及び会員勧誘 

  

 

 

会員の構成は次のとおりです。 

                                          令和７年３月３１日 現在  

 

【入会及び退会状況】    

 令和５年度末 入会者数 退会者数 令和６年度末 

男  性 1,415人 141人 176人 1,380人 

女  性 1,257人 150人 141人 1,266人 

合  計 2,672人 291人 317人 2,646人 

 

（３） 組織活動の活性化 

理事会をはじめ、職群班・各種委員会・互助会等の組織活動についてセンターの現状や地

域のニーズに即した組織づくりと充実を図り、会員の自主的運営の推進に努めました。市内小

学校等への雑巾提供ボランティアについては長年の活動を評価いただき、伊丹市ふれあい教

育賞を受賞しました。 

 

①  会員の誰もができる範囲で気軽に参加できるボランティア活動として空き缶プルタブ集

めやペットボトルキャップの回収活動の支援 

②  シルバーショップの生活困窮者等への家具等提供事業（伊丹市協定事業）の継続実施 

③  市内小学校等に会員による手作り雑巾を提供するボランティア活動の支援 

④  フードドライブ事業（家庭等で使い切れなかった食品の寄付）の支援  

   

（４） 就業に関する調査及び情報収集、提供 

７０歳までの就業確保措置の法制化、働き方改革の推進、少子高齢化による労働人口の低

下等、刻一刻と変化する社会情勢を受け止め、事業所等発注者のニーズに対して情報収集を

行い、適正に対応しました。個々の会員の就業ニーズ等については、就業相談窓口を中心によ

り細やかな情報把握を行い、事務局全体で共有し、就業情報の提供や不安の払拭に努めまし

 男 女 計 備   考 

６０歳 未 満 0 人 3 人 3 人 平均年齢 

75.12歳 

 

最高年齢 

男 95歳 

女 9１歳 

６０歳～６９歳 216 人 200 人 416 人 

７０歳～７９歳 847 人 792 人 1,639 人 

８０歳～８９歳 301 人 267 人 568 人 

９０歳 以 上 16 人 4 人 20 人 

合   計 1,380 人 1,266 人 2,646 人 



 

た。また、１１月に施行されたフリーランス新法への対応として会員情報提供ツール「Smile to 

Smile」を活用しデジタル形式による就業条件明示書等の通知を開始し、新しい契約方式「包括

的契約」について情報収集を行いました。 

 

①  就業相談に関する対応経過等について業務システムを活用した職員情報共有と連携の

強化 

②  フリーランス新法施行に伴うデジタル形式による就業条件明示書の通知  

③  ハローワーク、伊丹市社会福祉協議会との情報交換等を行い、シニア世代を必要とする

求人情報や会員が貢献できる就業機会の情報収集、調査の実施 

④  就業情報のホームページ及び LINEアプリを活用した情報発信 

⑤  伊丹市ゴミ出し支援事業の情報収集 

⑥  独自事業検討委員会等による独自事業の運営・収支状況の確認及び精査 

⑦  空き家管理業務に係る情報収集及びふるさと納税返礼品の登録 

⑧  新たな契約方式「包括的契約」の調査、情報収集 

⑨  新たな指定管理業務、公共施設等の入札に関する調査、研究 

 

（５） 就業機会の確保及び提供 

会員の就業ニーズ等に即した事業の掘り起こしを行う一方で、会員の就業希望を最優先とし

ながらも、会員の年齢や就業先までの利便性、職歴、センターにおける就業履歴等を勘案しな

がら、就業機会の提供に努めました。また、就業機会を逸している会員に対して、就業相談員を

中心としたきめ細やかな就業情報の提供を行い、適材適所の就業機会の提供、就業のミスマッ

チの軽減に努めました。 

就業に関して不安や就業会員の確保が進みにくい職種ついて就業体験事業を実施し、実就

業へ繋げることができました。 

 

① 高齢者層の生活援助（ゴミ出しの支援、簡易な家事支援等）、空き家管理サービス、住   

  宅用火災報知機の設置等の受注拡大及び広報 

② 介護・保育施設管理、清掃などの就業開拓及び既存受注事業所等からの受注拡大 

③ 性別により就業機会を逸している清掃等に関する発注者への説明及び支援要請 

④  就業希望の多い職種では、ワークシェアリング（仕事の分かち合い）の推進 

⑤  就業体験事業を敷地内除草、施設清掃、植木剪定職種で実施、１２人参加、２人が実就

業 

  

（６） シルバー派遣事業及び有料職業紹介事業の拡充 

高年齢者の就業に適した臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務、もしくはその能力を

活用して行う高年齢者等の雇用の安定等に関する法律第３９条に規定する業務に係る雇用を

希望する会員に対してシルバー派遣事業を拡充するため、公益社団法人兵庫県シルバー人材

センター協会が実施する一般労働者派遣事業（シルバー派遣事業）の実施事務所として、派遣

事業を実施しました。 

   令和６年度のシルバー派遣事業は、一部企業・スーパーからの業務縮小等による減少があり

ましたが、衆議院議員選挙、県知事選挙はじめ、請負からの切り替え受注があり、事業実績とし



 

ては、前年度５．４％増加の契約額約２億１，０７０万円、就業延べ人員についても３．２％増加の

３４，９３７人で前年度から１，０７６人の増加となりました。 

   また、多様化する働き方の選択肢として、兵庫県シルバー人材センター協会と連携を図りな

がら臨時的短期的な雇用による就業を希望する会員等に、有料職業紹介事業の情報提供を実

施しました。 

令和６年度の有料職業紹介事業は、事業所等から１件の問い合わせがありましたが、紹介に

は至りませんでした。 

 

（７） 安全・健康管理に関する事業の対策と実施 

センターにとって安全就業は最重要課題と位置づけ、 「安全はすべてに優先する」をスロー

ガンのもと、安全就業推進委員会を起点とした事故防止のための啓発指導、注意喚起等の情

報発信を実施しました。 

請負・委任事業及び派遣事業の傷害事故件数は、昨年度に比べ５件増加の３８件、１ヶ月以

上治療者についても４件増加の１４件となり、２年連続して「傷害事故件数 兵庫県下ワースト１」

という不名誉な記録となってしまいました。また、７月に発生した緑地清掃中に付随する池に転

落した痛ましい死亡事故については、類似の就業場所の洗い出しを行い、再発防止対策を講

じるとともに緊急安全就業推進委員会の開催、事務局だより生きがい（安全）臨時号を発刊し会

員へ情報共有を図り、会員の就業現場における安全点検等を実施しました。 

 

①  会員の健康管理と安全就業の確保を最優先とした受注の徹底、危険作業は受注しない 

②  安全就業の意識高揚を図るため日常及び定期的な安全パトロールの実施 

③  安全就業強化月間（夏季及び年末年始）の設定及び注意喚起 

④  車両運転業務に係る運転会員等にアルコール検知器による検知の実施 

⑤  車載器 GPS ロガー取付によるセンター公用車の運転状況のデータ化、注意喚起 

⑥  公用車に自動ブレーキ等の安全運転支援機能を備えたサポカー導入の切替、推進 

⑦  傷害・賠償事故発生状況を会報誌に掲載、注意喚起 

⑧  自転車賠償事故に係る注意喚起及び賠償保険加入の推進、助成 

⑨  熱中症対策に係る熱中症警戒アラートの表示及び空調機能付き作業着の推進、助成、 

熱中症対策に係る熱中症特別警戒アラート発令時における就業中止のルール化 

⑩  自転車事故に係る自転車ハザードマップの情報提供及びヘルメット着用の啓発指導 

⑪  災害等の緊急対応に係る事務局体制の構築及び連絡体制の対応強化、契約条項の

確認 

  

【傷害（請負・派遣）事故月別発生状況】                      

（単位：件） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 

令和６年 １ ５ ５ ５ ２ ５ ０ ４ ６ ０ ２ ３ ３８ 

令和５年 １ ２ ４ ４ ２ ６ ５ ２ ４ ０ １ ２ ３３ 



 

【傷害（請負・派遣）事故発生状況】 

状 況 
件 数

（件） 
男女別（人） 

平均 

年齢 

1か月以上

治療者

（人） 

 

就業中 １８ 
男性 １２ 

77.4 ７ 
女性 ６ 交  通  手  段 

就 業 

途 上 
１８ 

男性 ９ 
77.6 ７ 

徒歩 
自転

車 
バイク その他 

女性 ９ ４ １３ ０ １ 

その他 ２ 
男性 １ 

81.0 ０ 
 

女性 １ 

合 計 ３８ 
男性 ２２ 

77.7 １４ 
女性 １６ 

 

（８） 講習会、研修会の開催  

業務の技能・知識・接遇等の向上を図るとともに、会員間のネットワーク構築を図るべく、会員

のスキルアップに繋がる講習会や研修会などを積極的に開催しました。また、デジタルリテラシ

ー対策としてスマートフォン相談窓口を設置しました。 

 

① 安全就業に関する各種講習会の開催 

・草刈り機等スキルアップ講習   （４月１５日開催、２３人参加） 

・高齢者安全運転講習       （１１月２１日～２月６日毎週木曜日開催、６５人参加） 

・派遣安全教育           （２月２０日開催、３８人参加） 
・交通安全等講習          （２月２６日開催、２４人参加） 

② 業務の就業に必須となる知識・技能の習得を目指した各種技能講習会等の開催 

・おそうじ講習会           （６月７日開催、２２人参加） 

・救急救命講習会          （８月２９日開催、１８人参加） 

・育児支援講習会          （１２月５日開催、２７人参加） 

 

（９） 適正就業の推進 

「適正就業推進要綱」に基づき、会員の理解と協力を得ながら、適切なローテーションや必要

に応じて交代やワークシェアリング（仕事の分かち合い）を行ない、適正就業に努めました。また、

適正就業ガイドラインに基づく就業形態・業務内容等の確認並びに派遣事業への切り替え等を

逐次実施し、就業の適正化を一層進めました。 

 

（１０） 互助会活動(会員の福利厚生のための共益事業) 

令和６年度は、春の日帰りバスツアー、シルバーフェスティバル、シルバー展、スポーツまつり、

秋の日帰りバスツアー、初詣バスツアーなど恒例の互助会行事をはじめ、清掃ボランティア活動



 

や講演会を実施しました。また、同好会活動の支援、喜寿・米寿等のお祝い金、夫婦奨励金の

給付、近隣温泉施設の入浴券の斡旋等、会員の生きがいの醸成に寄与する活動を推進しまし

た。 

 

①  会員の親睦につながる旅行、同好会等の発表会の実施 

②  同好会活動の育成と助成 

③  喜寿・米寿のお祝い金及び入会５年経過夫婦会員への精励金給付 

④  入浴券、家庭常備薬の斡旋 

⑤  清掃ボランティア活動の実施 

  

（１１） 事務局の組織体制等 

事務局職員の資質向上と事務局体制の強化を図るため、正規職員１名の採用を行ったほか

事務局のＯＡフロア改修工事に伴うレイアウト変更をはじめ、各種研修会の受講や業務に有用

な資格の取得を推進するとともに職員の担当業務の配置転換等を実施し、職員の業務経験とス

キル向上を図りました。また、センターの中長期目標「第７次５ヶ年計画」の策定ならびに設立５０

周年記念事業の企画調整を協議するため、それぞれ実行委員会を立ち上げ、策定、準備を行

いました。 

 



 

 
  

 

  


